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1. はじめに 
光ファイバ通信で用いられるマルチモードファイ

バ (MMF)は、接続が容易であるため実装コストを削
減可能であるが、伝送距離が制限される。これを緩
和するため 850-nm 帯面発光レーザに最適化された
MMF は広く用いられるようになっている。近年、シ
リコンフォトニクスでの利用を見据え、1.3 μm 帯で
も同様の取り組みが行われている [1, 2]が、このファ
イバにおいて実装上重要なファイバにおける励起位
置の依存性については我々が知るかぎり報告されて
いない。今回、我々は量子ドットレーザ (QDL)と 1.3 

μm 帯最適化 MMF を用いビットエラーレート (BER)

の励起位置依存性を測定したのでご報告する。 

 

2. 測定系と結果 
測定には、Corning 社により設計された Corning 

ClearCurve® LX MMFを使用しており、1.3 μm帯で最
適化されるように屈折率分布が設計されている [1]。
このファイバを 100, 300, 500, 1000 mの 4種類を用意
し、各ファイバ長によるBERを、MMFへの光結合す
る位置を中心からずらして測定した。光源には 1.3 

μm帯のQDLがマウントされた 10G-TOSAを用いた。 

測定のイメージ図を Fig. 1に示す。測定方法は、ま
ずパルスパターンジェネレータから 10.3125GHz で
231-1 の擬似ランダム信号 (PRBS)を QDL に入れ、光
信号を SMF にて伝送する。可変光アッテネータ
(VOA)で光出力を制御した後、ピエゾステージにマ
ウントされたレンズ系を用いて位置を変えながら
MMF に結合する。伝送後は 20GHz帯域を持つ MMF

用レシーバーで受光し BERの測定を行った。 

Fig. 2にそれぞれのファイバ長、励起位置における
BER特性を比較したものを示す。500 mまでのファイ
バ長において、Back-to-backと比較し、3 dBm以下の
劣化で伝送できていることが分かる。また、励起位
置 20 μmにおいて 0 μmの結果とほぼ変わらない結果
が得られた。最後に、Fig. 3に励起位置を細かく変化
させた場合の最小受光感度の変化を示す。500 mまで
で、結合部を MMFの中心点から 20 μmまで移動させ
てもほぼ変化せず受信できていることがわかり、こ
の MMFの接続性の良さが示された。 
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Fig. 1. The measurement system. 
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Fig. 2. Measured bit error rate versus average received 
power at several lengths of MMF. 
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Fig. 3. Measured minimum receivable power versus 
position from the center of fiber. 
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